
平成１０年度試験研究成果

牧草用殺虫剤区分 普及 題名 平成１１年度農作物病害虫 雑草防除基準に採用した・

［要約］

牧草における害虫（ 『MEP剤』 の効果が確認されたので農作物病害虫 雑草ムギダニ）の殺虫剤として ・

防除基準に採用した。

キーワード ムギダニ 畜産研究所 飼料生産研究室牧草用殺虫剤

１ 背景とねらい

ムギダニによる牧草への被害は、以前から発生が認められていたが、平成７年以降福島県内て確認され初め、

平成９年には東北各地へも被害地域が拡大され自給飼料の安定生産を図る上での問題となった。

ムギダニ防除のための薬剤は登録されていなかったので、対応方法がない状態であっしかし、当初牧草地での

牧草地におけるヨコバイ類、アブラムシ類等の 農薬として登録されていたスミチオン乳剤がムギた。今回 防除

防除効果も確認されたので普及に供する。ダニにも適用拡大登録され

２ 技術の内容

（１） 除草剤名 商品名 スミチオン乳剤：

剤型 乳剤：

毒性 人畜毒性 普：

魚毒性 Ｂ：

（２）処理時期及び処理量

作 物 名 病害虫 防除期 防除方法 留意事項

イネ科牧草 ムギダニ ４月上旬～５月 1000倍液 １．ムギダニの活動が活発な曇天の

１０月、ダニ発 100 日や夕方等気温の低い時に散布すç

生期 る。

３．普及上の留意事項

（１）殺虫剤を散布した場合は家畜には２週間程度経過してから刈り取り給与する。

４．技術の適応地帯 県下全域

５．当該事項に係る試験研究課題

［草地飼料２］１－（１）－イ 草地におけるムギタニ防除法の確立

６．参考文献・資料

（１）平成１０年度 東北農業研究

７．試験成績の概要

（１）岩手農研センター畜産研究所

場所：滝沢村滝沢地域 耕種概要：オーチャドグラス主体草地

供試薬剤：スミチオン乳剤 １０００倍液 10a １００ 薬剤散布日：４月１６日ç

ムギダニ生息数 （頭／㎡）

４月２１日 ４月２７日

無処理 １，２５５ ４，０３３

薬剤処理 １００ １，３３３






